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概要

火災現場における濃煙中や残火処理時に火源の位震を把握するための軽便な器具「簡易主主火源探知器

具jを開発することを目的として、赤外線センサの一つであるサーモパイルアレイを用いたカラー表示

の熱画像を出力する機器を試作した。

1 小型軽量でありながら、操作が簡単で実用性の高い熱闘像装援が製作できた。

2 サーモパイノレアレイを用いた「簡易型火源探知器j は、消防活動において有効な火源検出方法のひと

つと考えられる。

1 はじめに

熱源の探知は火災初努対応F ら残火処理に至るまで、

非常に有効な状況把握方策のひとつである。現在は多く

の熱感像装置が流通しており、当庁をはじめ各消紡本部

でも導入が罰られているところであるロ当研究室では、

平成 14年度に安価で小型軽量の機器の開発を目的とし

て f赤外線センサを用いて火源を効果的に検出する研

究Jを研究テ--vとして、サーモパイノレを用いた火源の

探知方策の有用性について確認した。単素子のセンサを

使用し、視野を帯状にすることで、広い面積を走査させ

る方法についての検討を実施した。(図 1左参照)

しかし、センサ技術の進歩は自覚しく、二次元にサ

ーモパイノレを複数配置した構造のセンサ「サーモパイノレ

アレイjが開発され、比較的安価な価格で、 1，000商素

程度の解像度を持ったものが今後量産されることが予想

される。本稿では、このサーモパイノレアレイを用いた簡

易型火源探知器具について、試作した機器(写真1)の

概要等について述べる。

章一
を封

関1 帯状探知(左)と二次元探知(右)
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写真2 熱函像表示例
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2 センサ

サーモパイノレアレイの第 の特徴は、安価なセンサで

ありながら、温度分布を二次元で表示可能なことである。

これは、単センサの視野を帯状にして走査させる方法

(悶 1左)に比べ、画像として温度の分布が 自瞭然

であり、計測もしやすい。(図 1右)

サーモパイノレアレイは つの画素ごとにその視野の平

均温度を表示するため、視野範闘を広くすればするほど

正確な混度表示が難しくなる。(なお、サーモパイノレ素

子の特性については、平成 15年度所報第 40号で既に

述べている。)このため何万商素というセンサに比較す

れば画素も荒く感度も悉くなるが、視野範囲の設定やセ

ンサの特性を生かすことにより、実用に耐えうる性能を

持たせることを目標とした。

比較的安価で、性能も良く、小型軽量機器としての

実現が可能であるため、携行可能な機器としての応用が

期待できる。今回使用したセンサのその他の特性を表 1

に示す。

表 1 センサの特徴

センサ方式 サーモパイルアレイ

酒素数 約 1，000酒素

測定波長 8-12μm 

応答速度 約 25ms

その他 価格が安価で非冷却動作

3 機器の概要及び設定状況

今回製作した「簡易型火源探知器Jの主な特徴は以下

のとおりである。

(1)鏡野範魁

センサの性能を最大限引き出すため、祝里子範囲を約

12度とした。この角度は、 5m先で約 1X1mの大きさ

の範囲となる。

(2)測定可能混度範囲

測定温度範囲は、 80~200'Cの中高温域と 200~

4500Cの高音域の 2レンジとし、ボタン操作により切り

替えを可能とした。

(3)表示

表示部は、カラー液晶表示とし、レインボーカラー

(lAl度により色が変化する方式)で熱爵像、を表示する。

フレームレートは毎秒3フレーム以上の速度で表示可能

であり、上下iL右に動かしながらの測定も可能である。

(4)記録機能

計測した熱画像は、本体に計測した時間とともに 80

函像が記録可能で、シリアノレ通信によりパソコンへの転

送も可能である。これにより、火災現場等の記録保存も

デジタノレカメラの感覚で可能である。
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(5)箆体デザイン

管体は努めて突起部分の少ない形状とし、片手で保持

しながらのボタン操作がしやすいように、ボタンの記霞

及び大きさについても考慮している。また、審下防止の

ためのストラップ通しなどを設けることにより、常に携

帯可能な機器としての対応にも配意した。

表2 態易型火源探知器の諾元

大きさ 縦 217x横 78.5x高さ 80mm

質量 約 600g (電池含む)

函箇
3.8インチカフー液晶(バックフイト

付き) (写真2)

表示方式 熱画像表示(カラー表示)

フレームレート 毎秒3フレーム以上

記録方式 内蔵メモリ最大80画像記録可能

電池
単 3乾電池4本、ヂ-';1パッヴアツ
ブ用 CR2032電池 1個

その他
ケーブんを接続する」とによりパソ

コンへの函像の送信が可能 CBMPフ
ァイjレ)

4 測定状況

製作した「簡易型火源探知器jの熱源採知状況を確認

するため、位置を固定した熱源を、 AI'!駿を変化させてiJ!U
定した。計測条件同ついては以下のとおり o

熱源 ハ口ゲンヒータ反射板直径40cm、出カ 800W

計担j環境天気晴れ、温度 24.0
0
C、混度 58%

計測条件 熱源からの距離を 1m及び、 5mから 30

mまで5mごとに計測。高さは床筒から 70cmの位霊と

した。

記録熱酪像と<iJ視il!ii像、を記録した。熱商像にあっ

ては 80~2000Cの中高温域計測、可視画像にあっては、

デジタノレカメラで計調IJ位置から撮影した画像を同視野へ

トリミングした画像である。

写真3 計測状況



熱源からの距離 1m 

(左熱図像、右可視画像以下同じ)

熱源からの距離 5m  

熱源からの距離 10m 

熱源からの距離 15m 
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熱源からの距離 20m 

熱源からの距離 25m 

熱源からの距離 30m 

5 まとめ

熱源に対する計測結果は、反射板の付属した媛房器具

を燦や続審物の無い空間で計測するという有利な条件で

あったが、 30m離れた位鐙からも熱源の存在が確認可

能であり、実戦使用に期待の持てる結果となった。

このように、平成 15年度は新素子を活用した試作機

の製作を実施し、有望な機器を完成させることができた。

引き続き、平成 16年度に本機器を活用して、実用性に

ついて詳細な性能検証等を実施する予定である。
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